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専門職として自覚を持ち必要に応じて助言を

得て業務を実践する

専門職の役割を理解し

自立して業務を実践する

専門性を活かし対象者の個別性を

考慮して業務を実践する

幅広い視野で予測的判断のもと

業務を実践する

より複雑な状況下において

業務を実践する

レベル毎の

目標

基本的な知識のもと必要に応じて助言を受け

口腔の健康を管理する
自立して口腔の健康を管理する

対象者の個別性を考慮して口腔の健康を管理

する

幅広い視野で予測的判断のもと口腔の健康を

管理する
複雑な状況下で最良な口腔の健康を管理する

レベル毎の

目標
組織の一員としての役割を理解する 組織の一員としての役割を果たす

歯科衛生能力を活かして組織的役割を遂行す

る
多職種と連携して組織的役割を遂行する 組織の中で管理的役割を担う

レベル毎の

目標

自己の歯科衛生士としての課題を見出す 自己課題に主体的に取り組む 自己のキャリアプランを考え、自己課題に主

体的に取り組む

自己のキャリア発達に取り組み役割モデルと

なる

様々な活動を通じて、歯科衛生士の質の向上

に貢献する

実践例

□歯周組織図を理解し、正常像を図に書くこ

とができる

□歯周基本治療の流れを理解できる

□歯周病の病因論が理解できる

□教科書・専門書を読み解くことができる

□病理組織の理解をする

□歯周炎の症例に合わせた歯周組織図の理解

□治癒過程の理解する

□歯周病のリスク病因論が理解できる

□論文を読む

□病理組織の理解を深める

□外傷性咬合を理解する

□研究会,学会に積極的に参加する

□自身の症例をまとめて発表する

□テーマを決めて研究の仕方を理解する

□論文を読みとく

□病理組織の理解し人に伝えることができる

□後輩の発表の指導をする

□課題を見いだし研究をまとめ、助言を受け

ながら論文を書く

□研究会、学会に積極的に関わる

□研究を広げ、論文を書く
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実践例

□助言を受けながら歯周基本治療に必要なイ

ンスツルメントの準備ができる

□助言を受けながらアセスメント(歯周組織検

査・口腔内写真・エックス線・口腔内外診

査・患者の基本情報)に必要な患者情報を収集

できる

□助言を受けながら歯周基本治療の計画を立

てられる

□助言を受けながらOHIを実施できる

□助言を受けながらSCを実施できる

□歯周基本治療に適切なインスツルメントの

準備・管理ができる

□的確なシャープニングができる

□アセスメントに必要な患者情報を収集でき

る

□歯周基本治療の計画を立てられる

□OHI・SRPを実施できる

□歯周基本治療の再評価ができる

□全身状態を把握し、その情報を整理できる

□個別性を考慮した歯周基本治療の計画を立

てられる

□個別性を考慮したOHI・SRPを実施できる

□個別性を考慮した歯周基本治療の再評価が

できる

□全身疾患のみならず、心理的要素や生活背

景を把握し、かつ共感的理解ができる

□外傷性咬合を発見し、歯科医師と連携でき

る

□包括的な洞察力をもって対応できる

□複雑な問題をアセスメントし最適な歯周基

本治療を選択出来る
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□最適な手段を選択し歯周基本治療を実践す

る

□複雑な状況下に対応するためあらゆる知見

を動員し実践・評価・追求できる

組

織

的

役

割

の

遂

行

実践例

□助言を受けながらアセスメント(歯周組織検

査・口腔内写真・エックス線・口腔内外診

査・患者の基本情報)した情報を整理できる

□助言を受けながらスタッフ間で資料の共有

をする

□アセスメントに必要な患者情報を整理でき

る

□スタッフ間で資料の共有ができる

□歯周基本治療の手技・知識をラダーⅠ・Ⅱ

を対象に指導できる

□歯科医師が行う口腔機能回復治療について

理解し、連携できる

□多職種との連携ができる

□再評価をもとに予測的判断を関係者と共有

できる

□歯周基本治療の指導ができる

□関係者・多職種間と交流をもち中心的役割

を担う

□ 指導者を育成する


